
課題名：根圏域における作物（植物）、微生物、土壌に関連した現象お
よび機能の解明とそれを応用した生産技術の開発に関する研究

（研究期間：H１６〜H ）

北大・北農研連携による研究内容

研究目的 研究成果

研究担当者
北大 江澤辰広

市民公開・農学特別講演会

北農研 小林創平

作物生育の促進と減化学肥料を目指
して、菌根菌感染が強い系統を同定、
開発する。

トウモロコシの菌根感染を調査して、
感染率の高い系統を検索するとと

もに、系統間差の要因を解析

北農研が維持するトウモロコシ遺伝
資源（２５５品種、系統）

菌根菌感染率（％）

系
統

数

0 10 20 30 40 50

10

20
0

10

20
0

10

20

30
自殖系統

F1品種

在来品種

十勝の系統が多い十勝の系統が多い

高感染高感染
品種あり品種あり

P

P

P

P

菌根菌は植
物のリン酸
吸収を補助

菌根菌感染率(%)育成
年代

系統数
40日目 70日目

1960 4 45.0 74.2

1970 3 23.2 70.8

1980 4 25.0 66.2

1990 11 22.2 60.9

特定の自殖系統は高感染
F1品種の感染率は低くない

十勝系統では、育成年代とともに感染率が低
下傾向

発表論文 An et al. (2010) Plant & Soil 327: 441-453

課題１：作物ー菌根菌共生系の解明と利用技術の開発

研究目的 研究成果

研究担当者
北大 渡部敏裕 北農研 信濃卓郎

必須元素、非必須元素を含めて植物が
吸収する元素の全体像を明らかにする。

ミヤコグサを用い、約２０元素を同
時に測定する系を確立。変異処理

を施した個体のスクリーニング

Moの輸送変異体を獲得した

植物では知られていなかった異なる元素間
のイオンホメオスタシスを見出した

発表論文 Chen et al. (2009) New Phytologist 181: 795-801

課題２：イオノームによる体内元素バランス解析手法の開発


